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地域の農業について語り合う地域座談会（令和７年度まとめ） 

１ 実施日時 
令和７年８月２５日（月） １７：３５～１９：２０ 

 

２ 参加者 
農業委員，農地最適化推進委員，認定農業者，土地改良区関係者，多面的機能活

動組織関係者，村内集落転作実践委員会等，JA関係者，各生産組合員，茨城県

農業経営課職員，茨城県県央農林事務所職員，茨城県県北農林事務所職員，ＪＡ

職員，東海村職員（事務局） 

計５４名 
【座談会の様子】 
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３ 内容 

（１）グループワーク 

  ・『座談会』のポイントを元に各グループで話し合いを行った。 

    
 

 ・発表の様子，各班の模造紙 
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・各グループで出た意見 

①集積，集約を進めるうえでの課題や問題点 

 土地の問題として，基盤整備を行わないと続けられない。地力の差や段差がある。区

画を大きくしていかないと続けにくい。集積・集約にあたって，所有者の同意をどう

集めていくかが問題。（１班） 

 地権者との面識がなく先に進めない。耕作者同士のネットワークがない。相続が発生

するとより誰の土地かわからない。後継者がいない。対策として法人化があるが法人

組織が少ない。畑は集約しにくい。65歳定年で若い人が就農しない。（２班） 

 中間管理事業の事務処理が煩雑であり簡素化してほしい。基盤整備において小規模な

隣の畦畔ブロックは誰が除去するのか。地権者の意識が希薄。座談会に参加する人が

固定化している。（３班） 

 人間関係の問題として，耕作者と土地所有者の問題，新規就農者の受入，後継者の確

保，役員のなり手がいないなど，地域への関心が薄くなっている。土地の問題とし

て，区画が小さい，耕作放棄地増えている，水田が深く耕作作業ができない。金の問

題として，水田は特に機械が高額である。（４班） 

 水の問題として，排水がよくない，水が少ない，工事が必要，市街地にもかかる問

題，設備も老朽化している。地形の問題として，傾斜があり，南側の田は畑の方が適

しているかもしれない。（現状はさつまいもを作っている田んぼもある。）（５班） 
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 耕作者が高齢化し少ない。新規就農者には投資が大きい。さつまいもは干し芋がある

が温暖化の影響は不安。同じ貸し手でも貸借料が違うなど不平等であり，中間管理機

構もまだ機能しきれていない。（６班） 

 

②地域，各関係者ごとの役割，自分ができること 

 JA としては現在の状況を提供することはできる。県としては活用できる事業情報を提

供しサポートできる。村としては話し合いの場・機会を提供できる。（１班） 

 個人的に集約を進める予定である。農業体験の場を作り後継者を作っていく。ママさ

んたちに働いてもらいお客様としても来てもらう。農業者同士の信頼をつくりながら

集約していく。農家同士の取次や事務処理はできる。（２班） 

 JA としては情報提供や指導。土地改良区としては地権者問題に対して地権者との取次

や情報提供・周知など。（３班） 

 技術的支援・サポート，農地の斡旋，農業者・非農業者を地域巻き込み活動，土地を

集約する，小さい区画はそのまま地域を巻き込んだ耕作地以外で活用。（４班） 

 自分で維持管理するところ以外のところの問題がある。（５班） 

 役員に自分からなる。草刈りに参加する。顔が見えるマッチングを行う。（６班） 

 

③自分の地域の良い所，担い手 

 畑と水田のバランスはよい。畑はかんしょとして使いたいところは多いが，水田は放

棄地が出てきている。（１班） 

 中心地から離れているので農地を守りやすい，耕作放棄地が少ない。（２班） 

 圷地区において集積・集約が進んだ際に維持管理を地域でも担っていく。水利がよい

ところをモデル地区として進めていく。（３班） 

 農地（水田）が多く水も豊かだが，高齢化は進んでいる。地域の当事者が話し合いに

参加している。（４班） 

 平坦で耕作者が限られているため集約がしやすい。（５班） 

 大規模区画がある。息子が農業をやってもよいと言っている人もいる。（６班） 

 

 

 

 

 

 
 


